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研
究
室
だ
よ
り

本
棚や
机の
上
K
所
狭
し
と
本や
資
料の
積
み
上

げ
ら
れ
た
当
中
嶋
研
究
室
K
は、
相
変
わ
ら
ず
向
学

心
K
燃
え
る
学
生
の
出
入
り
が
（
時
K
は
他
大
学か

ら
も）
盛ん
で、
夕
方四
号
館
を
見
上
げ
る
と
常
K

あ
か
あ
か
と
電
燈
が
と
もっ
て
い
る
の
が
と
の
四
三

O
七
号
室
で
す。

さ
て一
九
λ
0
年
代
を
迎
え、
中
嶋
先
生
K
は
ま

す
ま
す
活
発
な
研
究
活
動
を
展
開
し
て
b
ら
れ
ま
す

が、
と
と
K
そ
の一
端
を
紹
介い
た
し
ま
す。

ま
ず、
積
年の
研
究
成
果『
中
ソ
対
立
と
現
代

ll
戦
後
ア
ジ
ア
の
再
考
察

l｜｜』
κ
た
い
し、

六月
十七日
付で、
東
京
大
学
よ
り
社
会
学
博
士の
学

位
を
授
与
さ
れ
ま
し
た。
と
れ
は
東
大
で
の
国
際
関

係
論
の
学
位
で
あ
り
ま
す
が、
わ
が
国
で
も
珍
し
い

学
位
左
の
で、
そ
の
説
明
K
苦
慮
し
て
い
らっ
しゃ

「
中
嶋
ゼ
ミ
の
会
」

の
ぺ

l
ジ

『
歴
史
と
未
来』
も
今
回で
第
七
号、
い
さ
さ
か

風
格
の
よ
う
な
もの
を
備
え
て
き
た
と
思う
の
は一

人よ
が
り
で
しょ
うか。
発
行の
喜
び
と
重
荷
の
は

ざ
ま
K
あ
え
ぎ
左
が
ら
も、
会
員
の
皆
さ
ん
が
と
の

雑
誌
を
手
K
し
て
嬉
ん
で
台
ら
れ
る
姿
を
想
像
す
る

と
何
故かハ
ッ
ス
ル
し
て
し
まっ
た
とい
う
と
こ
ろ

で
す。さ

て
例
年の
よ
う
に
ζ
の
紙
面
を
な
か
り
し
て
今

年
度ゼ
ミ
の
会の
活
動
報
告
を
さ
せ
て
頂
き
た
い
と

思い
ま
す。

ま
ず
総
会
を
兼ねた
春の
研
修
旅
行が
三
月二
十二

：二
十
三
日
那
須
k
hv
い
て
行
な
わ
れ
ま
し
た。
あ

い
K
く
の
天
候
と
列
車
ダ
イ
ヤ
の
乱
れ
左
ど
で
例
年

工
り
も
出
席
者
が
少
念
〈
念っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が

『
歴
史
と
未
来』
第6
号の
講
評
会、
「
初
年
代
と

MH
新
し
い
冷
戦MH
」
とい
う
テ
lマ
で
の
デイ
ス
カ

る
ど
様
子で
す。

同
月
中
1
下
勾
K
は、
研
究
室の
井
尻
秀
憲
さ
ん

を
伴っ
て、
中
国
の
都
市
行
政
調
査の
た
め
K
訪
中。

文
革
期
以
来、
四
度
目の
中
国
で
あ
り
ま
し
た
が、

収
穫
も
多
〈、
『
中
央
公
論』
（一
九
八
O
年
十
月

号）
誌
上
K「
中
国
ょ、
今ζ
そ
文
化
大
革
命
を」

と
題
し
て
訪
中
後
感
を
執
筆
さ
れ
ま
し
た。
ζ
れ
は

『
世
界』
六
月
号の
論
文「
『
新
じ
い
冷
戦』
の
国

際尚子」
と
と
も
K、
本
年の
代
表
的
論
文で
あ
り
ま

す。さ
ら
K
十一
月
K
は、
十二
年の
歳
月
を
費や
し

た
懸
案の
卦
仕
事、
彰
述
之
『
失
わ
れ
た
中
国
革

命』
が、
先
生
の
編
訳で
新
評
論か
ら
刊
行さ
れ
ま

し
た。
八
十
五
歳
K
念
る
病
床
の
彰
述
之
（中
国
共

産
党の
創立当
時の
指
導者）
の
も
と
K
届
け
る
と
と

が
で
き
て、
「
本
当
K
よ
かっ
た。
」
と
の
と
と
で

す。
同
じ
十一
月
に
は、
書
き
下
し
の
『
新
冷
戦
の

時
代』
（T
B
S
プ
リ
タニ
カ
〈
ブッ
クス
加
〉）

も
刊
行さ
れ、
海
外
出
張の
直
前
K
そ
の
見
本
刷
り

を
ど
覧
K
在っ
て
出
発
さ
れ
ま
し
た。

今
回の
先
生
の
海
外
出
張
は
十一
月
中
匂
1
来
年

一
月
中
句
K
か
け
て
の
こ
ク
月
の
ど
予
定で
す。
ま

ずモ
ス
ク
ワ
k
b
け
る
日ソ
円
卓
会
議
K
出
席
し
た

後、
そ
の
翌々
日
K
は
ワ
γ
ン
ト
ン
で
の
ジョ
ー
ジ

．
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
主
催の
日
本
外
交
K
か
ん
す
る

セ
ミ
ナ
ー
κ
参
加、
日
本の
対
中・
対ソ
外
交
Kつ

い
て
報
告
を
念
さ
い
ま
す。
そ
し
て
十一
月
下
句
か

ら
はパ
リK
滞
在、
来
年一
月
中
匂
ま
で
フ
ラン
ス

国
立
政
治
学
財
団
国
際
関
係
研
究セ
ン
タ
ー
で、
わ

が
国
で
初
め
て
の
現
代
中
国
K
か
ん
す
る
日
仏
共
同

研
究
K
携
わ
る
か
た
わ
ら、
国
立パ
リ
政
治
学
院
客

員
教
授
を
兼
任
さ
れ
ま
す。

ま
た
去
る
十一
月
八
1
九
日
K
は、
第三
四
回
ア

ジ
ア
政
経
学
会
全
国
大
会
が
本
学
で
た
と
な
わ
れ、

当
中
嶋
研
究
室
が
事
務
局
正
念
hy、
ゼ、、、
の
学
生
会

よ
び
大
学
院
生
が
大
会の
設
営
そ
の
他
K
大
奮
闘。

共
通
論
題
の「
『
地
域
研
究』
の
新
し
い
展
開」
は、

一
向に
とっ
て
も
刺
載
的
な
テ
！
？
で
あ
り
ま
し
た。

-108-

さ
て
現
在
研
究
室
の
留
守
を
守
b、
我々
学
生
を

い
つ
も
履
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
る
の
が、
新
任の
教

務
補
佐
員
の
川
崎
真
由
美
さ
ん
で
す。
三
月
K
出
産

の
た
め
退
職
さ
れ
た
岡
崎
久
美
子
さ
ん
の
後
を
継
が

れ
た
川
崎
さ
ん
は、
釜
石
の
ど
出
身で
そ
の
シ
ァ
ク

念
身
だ
し
念
み
は
皆の
注
目
を
集
め
て
い
ま
す。

（
C－
N）
 

ッ
シ
ョ
ン
な
ど
活
発
K
行
な
わ
れ
ま
し
た。
な訟
と
ジ
ア
政
経
学
会
全
国
大
会」
が
外
語
大
で
開
催
さ
れ、

の
時
の
総
会
で
今
年
度
の
役
員
が
決
定さ
れ
ま
し
た。
ゼ
ミ
の
会
会
員
を
中
心
K
大
会
準
備・
進
行の
訟
手

五
月三
O
目、
ペ
ン
シ
ルパ
ニ
ア
大
学のパ
レ
ス
伝い
を
し
ま
し
た。
九
日、
学
会
終
了
後、
池
袋の

チャ
ン
教
授
の
講
演
会
を
ア
メ
リ
カ
ン・
セ
ン
タ
ー
バ
ブ
で
打
ち
上
げ
を
し
ま
し
た
が
話
が
は
ず
み
結
局

と
共
催
し
ま
し
た。
「
ア
ジ
ア
の
四
ヶ
国
関
係
と
ア
終
電
間
際
K
なっ
て
解
散。
翌
日、
前
夜の
自
分
の

メ
リ
カ
の
政
策」
とい
う
テ
lマ
は
タ
イム
リ
ー
で
行
動
を
覚
え
て
い
な
かっ
た
人
が
数
名い
た
と
の
う

も
あ
り、
学
生
多
数の
参
加
を
得
ま
し
た。

わ
さ
も
耳
K
し
ま
し
た。

六
月二
十
八
日
K
はゼ
ミ
の
会
主
催
で
ポ
l
リン

次
K
会
員
の
方々
の
異
動
と
消
息
につ
い
て
な
知

グ
大
会
を
行
念
い
ま
し
た。
優
勝
者
は
言
うの
も
は
らせ
し
ま
す。

ず
か
し
い
ロ
l・
ス
コ
ア。
今
度
は
景
品
を
出せ
念

ま
ず
留
学
さ
れ
た
方
で
す
が、
藤
田
美
代
子
さ
ん

ど
の
声
も
あ
り
ま
し
た
が、
最
低
速
度
制
限
な
らぬ
（
イ
タ
リア
語
科ω
年
度
卒）
が
ア
メ
リ
カ
のユ
タ

最
低ス
コ
ア
制
限
を
も
う
け
ろ
と
は
ゼ
ミ
の
会の
会
大
学へ、
ま
た
井
尻
秀
憲
さ
ん（
中
国
語
科鈎
年
度

計
K
詳
し
い
人
の
弁。

卒）
が
同
じ
ア
メ
リ
カ
の
カ
リフ
ォ
ルエ
ア
大
学バ

夏
合
宿
は
長
野
県
栂
池
高
原
で
七
月
十
八
・5
二
十
l
クレ
l
校κ
そ
れ
ぞ
れ
留
学
さ
れ
ま
し
た。
以
前、

日
K
行
な
わ
れ
ま
し
た。
合
宿で
は「
ア
ジ
ア・
太
教
務
補
佐
を
さ
れ
て
い
た
伊
豆
見
元
さ
ん
も
三
月
緯

平
洋
地
域の
中
の
日
本」
とい
う
テ
lマ
で
セ
ミ
ナ
国へ
二
年
間
の
予
定で
留
学さ
れ、
また、
日
本
経
済

ー
を
開
催。
報
告
者か
らはオース
トラリア
とフィリ
新
聞
社
勤
務の
勝
又
美
智
雄
さ
ん（
英
米
語
科必
年

ピ
ン
の
留
学
生
K
中
心
K
念っ
て
も
らっ
た
と
と
も
度
卒）
も
十
二
月
ア
メ
リカ
の
ス
タ
ン
フォ
ー
ド
大

あ
り、
い
つ
も
と
は一
味
違
う
報
告
や
意
見
が
出
て
学へ
半
年
間
留
学
さ
れ
る
予
定
だ
そ
う
で
す。
東
京

い
た
よ
う
で
す。
相
変わ
ら
ず
夜
に
強い
会
員
た
ち
銀
行の
川
副
泰
治
さ
ん（
中
国
語
科鈎
年
度
卒）
は

の
部
屋
か
ら
は、
一
晩
中、
グ
lム
に
興
じ
る
声が
北
京
で
の
留
学
生
活
を
終
え
ら
れ一
年
ぶ
り
K
帰
国

聞
え
て
い
ま
し
た。

さ
れ
ま
し
た。

秋
の
深
まっ
た
十一
月
八
日、
九
日
の
両
日「
ア

ま
た
ド
イ
ツ
の
ブ
ロ
ァ
ク
メ
イ
ヤ
l
大
学
で
勉
強
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